
の
内
容
は
新
鮮
で
あ
っ
た
に
相
違
な
か
っ
た
ら
う
。

父
の
よ
く
語
っ
た
こ
と
は
、
如
何
な
る
事
で
も
根
本
的
に
研
究
を
徹
底
さ
す

こ
と
で
あ
っ

た
。
そ
う
し
た
な
ら
ば
自
然
に
そ
れ
を
中
心
と
し
て
途
が
開
け
て

行
く
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
父
は
奈
＿艮
の
技
師
時
代
に
古
代
日
本
美
術
の
研
究
を

極
め
得
て
こ
そ
朝
鮮
支
那
等
に
登
展
す
る
こ
と
が
容
易
で
あ
っ
た
の
で
あ
ら

う
。
父
は
湧
か
ら
唐
時
代
迄
の
藝
術
を
以
つ
て
東
洋
に
於
け
る
最
高
と
し
て
ゐ

た
。
理
想
の
藝
術
は
人
の
逹
し
得
る
最
高
の
水
準
で
其
慮
に
様
式
の
大
成
が
あ

る
と
考
へ
た
。
模
倣
は
既
に
退
歩
を
意
味
し
て
ゐ
る
。
百
尺
竿
頭
一
歩
を
進
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
又
父
は
云
ふ
、
優
秀
な
る
美
術
は
そ
の
範
園
を
披
大
す

れ
ば
す
る
程
債
値
が
高
ま
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
。
日
本
に
於
け
る

よ
り
は
東
洋
、
東
洋
に
於
け
る
よ
り
は
世
界
に
於
け
る
債
値
が
大
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
其
虞
で
我
國
の
國
賓
は
東
洋
を
世
界
を
背
景
と
し
て
こ
そ
我
闊
民

が
其
保
存
の
義
務
を
感
ず
る
の
で
あ
る
。
父
の
文
郡
省
に
あ
っ
て
國
野
及
び
重

要
美
術
品
の
保
存
に
努
力
し
た
の

は
人
の
よ
く
知
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

私
は
此
度
父
の
後
を
承
け
赦
壇
に
始
め
て
立
つ

こ
と
に
な
っ
た
。
蓋
し
感
慨

無
量
で
あ
る
。

高
村
光
雲
先
生
銅
像
除
幕
式

昨
年
十
月
十
日
他
界
せ
ら
れ
ま
し
た
、
元
本
校
教
授
高
村
光
雲
先
生
の
御
功

業
記
念
の
為
建
設
せ
ら
れ
た
銅
像
除
幕
式
は
、
十
一
月
一
日
、
建
設
地
た
る
本

校
玄
閲
前
に
て
行
は
れ
ま
し
た
。

〔身
〕

先
生
は
東
京
美
術
學
校
開
設
以
来
、
後
進
の
誘
腋
指
導
の
為
一
進
の
榮
逹
を

顧
ず
、
教
授
の
職
に
在
る
事
一
二
十
餘
年
、
労
ら
帝
室
技
藝
員
並
に
―帝
國
美
術
院

倉
員
と
し
て
吾
麿
彫
刻
界
の
為
に
精
進
せ
ら
れ
た
る
事
は
夙
に
世
人
の
敬
仰
閉

「
東
京
美
術
学
校
の
現
況
」

こ
れ
は
昭
和
十
年
十
一
月
二
十
二
日
、
和
田
英
作
校
長
に
文
部
省
よ
り
『
文

部
時
報
』
掲
載
原
稿
の
依
頼
が
あ
っ
た
際
に
作
成
さ
れ
た
文
書
で
あ
る
。

認
十
↓
翌
文
部
省
往
復
書
類
」
に
和
田
の
草
稿
と
と
も
に
綴
込
ん
で
あ
る
。

東
京
美
術
學
校
の
現
況

本
校
は
、
我
邦
唯
一
の
官
立
美
術
學
校
で
、
明
治
二
十
年
の
創
立
に
か
4

り
、
や
が
て
滴
五
十
周
年
の
記
念
日
を
迎
へ
ん
と
し
て
ゐ
る
。
其
間
幾
多
の

焚
遥
を
紐
、
多
敷
の
巨
匠
を
美
術
界
に
、
有
為
の
数
育
家
を
美
術
赦
育
界
に

送
つ
て
今
日
に
及
ん
で
ゐ
る
が
、
現
在
で
は
科
を
日
本
粛
、
油
盟
、
彫
刻
、

①
 

関

連

事

項

五｝

唆
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

今
回
建
設

の
銅
像
は
常
つ
て
先
生
の
醤
暦
祝
賀
會
に
際
し
て
門
下
生
一
同
よ

り
先
生
へ
阻
呈
せ
ら
れ
た
る
、
令
嗣
光
太
郎
氏
の
製
作
に
係
る
壽
像
を
、
先
生

御
他
界
の
後
、
門
下
生
一
同
に
よ
っ
て
再
び
高
村
家
よ
り
訪
ひ
受
け
て
、
之
を

先
生
の
第
二
の
ア
ト
リ

ニ
と
せ
ら
れ
た
美
術
學
校
に
建
設
す
る
の
案
を
建
て、

再
び
光
太
郎
氏
、
豊
周
氏
雨
令
息
の
改
作、

錨
造
の
努
力
に
よ
っ
て
、
美
事
な

る
銅
像
が
完
成
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

営
日
は
来
賓
百
敷
十
名
に
及
び
、
午
後
二
時
令
孫
高
村
規
氏
の
除
幕
に
よ
っ

て
式
は
開
か
れ
、
門
下
代
表
本
山
白
実
氏
の
挨
拶
、
事
業
報
告
、
校
長
代
理
津

田
〔
信
夫
〕
先
生
祝
僻
、
来
賓
縮
代
北
村
西
望
氏
祝
僻
、
高
村
豊
周
氏
の
謝

僻
、
次
い
で
門
下
代
表
山
崎
朝
雲
氏
よ
り
學
校
へ
銅
像
廂
呈
の
式
あ
っ
て
會
を

夕
景
閉
じ
ま
し
た
。
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工
藝
、
建
架
、
〔
図
画
〕
師
範
の
六
に
分
ち
、
更
に
彫
刻
科
を
塑
造
、
木
彫

竺
一
部
に
、
エ
藝
科
を
闘
案
、
彫
金
、
鍛
金
、
錨
金
、
漆
工
の
五
部
に
分
つ

て
ゐ
る
。
修
業
年
限
は
師
範
科
は
三
年
、
其
他
は
何
れ
も
豫
科
一
年
、
本
科

四
年
合
計
五
年
で
あ
る
。
入
學
資
格
は
豫
科
は
中
學
四
年
修
業
の
、
師
範
科

は
同
卒
業
の
程
度
で
あ
る
が
、
何
れ
も
宜
技
を
中
心
と
す
る
こ
と
ゆ
え
入
學

試
験
に
於
け
る
其
程
度
は
非
常
に
高
く
競
争
も
亦
激
甚
で
あ
る
。
そ
れ
故
箪

に
器
用
で
給
が
上
手
だ
か
ら
受
験
し
て
見
よ
う
な
ど
と
い
ふ
生
湿
い
こ
と
で

は
到
底
入
學
は
覺
束
な
い
。

試
に
文
郡
省
の
職
員
録
を
裏
表
紙
か
ら
逆
に
繰
つ
て
行
く
と
、
す
ぐ
に
本

校
の
職
員
名
節
を
見
出
す
、
直
轄
學
校
中
特
殊
の
地
位
を
占
め
る
も
の
と
し

て
此
の
如
く
殿
に
近
く
置
か
れ
て
ゐ
る
本
校
の
数
官
が
又
他
校
で
は
見
ら
れ

ぬ
特
別
な
顔
振
を
示
し
て
ゐ
る
の
は
楡
快
で
あ
る
。
郎
ち
宜
技
搬
貨
教
授
の

大
郡
分
は
我
邦
現
代
美
術
界
に
於
け
る
第
一
流
の
大
家
で
之
を
補
佐
す
る
助

数
授
講
師
に
は
新
進
中
堅
の
作
家
を
以
て
し
て
ゐ
る
。
此
等
の
数
官
に
依
つ

て
日
々
指
導
を
受
け
て
ゐ
る
生
徒
の
技
能
に
も
亦
見
る
べ
き
も
の
あ
る
を
疑

は
な
い
。
然
し
私
は
就
任
以
来
、
年
来
の
持
論
た
る
在
學
中
は
甚
礎
数
育
を

施
す
べ
き
で
あ
る
と
の
主
張
の
下
に
、
成
績
展
覧
會
を
除
く
の
外
、
公
私
の

展
覧
會
へ
の
出
品
は
全
然
こ
れ
を
禁
止
す
る
こ
と
4

し
、
全
敦
官
と
協
力
し

て
其
方
針
の
徹
底
に
勉
め
た
。
其
結
果
現
在
で
は
、
生
徒
も
よ
く
其
趣
旨
を

諒
解
し
て
徒
に
功
を
急
ぐ
こ
と
な
く
學
業
に
技
能
に
孜
々
と
し
て
宜
力
の
投

成
に
力
を
盛
し
堅
宜
な
道
を
進
む
に
至
っ
た
こ
と
は
誠
に
欣
快
に
思
ふ
と
こ

ろ
で
あ
る
。
本
校
の
特
色
は
畢
げ
て
敷
ふ
る
に
堪
へ
な
い
程
で
あ
る
が
限
ら

れ
た
紙
敷
で
は
到
底
其
一
端
を
も
記
し
得
な
い
の
は
迪
憾
で
あ
る
。
依
て
た

ゞ
現
況
の
紹
介
に
止
め
て
四
く
。

一
金
九
千
闘
也

東
京
美
術
犀
校
長
和
田
英
作

伯
爵
陸
奥
廣
吉
殿

設
備
毀

経
常
費

内
諄

金
参
千
闘
也

金
六
千
圃
也

年
額
金
賦
千
闘
宛
一二
箇
年
問
継
紹

昭
和
十
年
四
月
八
日

雨
潤
會
理
事
長

版
粛
研
究
室
設
虹
二
閃
ス

ル
趣
旨

版
盟

ハ
其
ノ
技
術
的
工
程
ョ
リ
生
ズ
ル
固
有
ノ
表
現
効
果
ヲ
以
テ
、
他
ノ
手

版
盃
研
究
室
設
置
補
助
金

『
東
京
美
術
学
校

一

②

臨
時
版
画
研
究
室

（教
室
）
開
設

昭
和
十
年
五
月
、
臨
時
版
画
研
究
室
が
開
設
さ
れ
た
。

覧
謳
竺
認
』
所
載
「
沿
革
略
」
に
は
「
昭
和
十
年
五
月

規
程
ヲ
設
ヶ
日
本
壷
科
、
袖
盟
科
、
彫
刻
科
、
エ
座
科
脳
案
部
及
岡
壺
師
範
科

各
三
學
年
以
上
ノ
生
徒
中
宜
技
成
績
俊
秀
ニ

シ
テ
其
ノ
科
ノ
推
鷹
二
係
ル
者
及

前
項
以
外
ノ
科
部
二
厭
ス
ル
生
徒
ニ
シ
テ
特
二
許
可
七

ラ
レ
タ
ル
者
二
限
リ
兼

習
シ
得
ル
コ
ト
ト
七
リ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
開
設
の
経
緯
に
関
す
る
資
料
と

し
て
次
の
文
書
が
現
存
す
る
。

臨
時
版
盟
数
室

申
請
書

本
校
版
聾
研
究
室
新
設
ノ
為
左
記
ノ
通
リ
、
補
助
金
御
交
付
相
成
度
別
紙
趣

旨
並
二
鰹
費
概
算
書
相
添
へ
此
段
申
諮
仕
候
也

a
 

苦

n
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